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■お問い合せ先

鏡野町在宅医療・介護連携事業推進協議会
～認知症に関する研修会を開催しました～
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　鏡野町在宅医療・介護連携事業推進協議会では、認知症に関する理解を深めること等を目
的に、研修会にて映画「八重子のハミング」の上映を行いました。
　介護をする家族の苦悩は計り知れないものがあります。原作は「4度のがん手術から生還し
た夫が、アルツハイマーの妻を介護した12年間の記録」を基に、タイトルにある「八重子」の
夫が綴ったものです。
　かつて音楽教師であった八重子は、徐々に記憶を無くしつつも、大好きな歌を口ずさめば笑
顔を取り戻すことも。夫は互いに迫りくる死をしっかりと見据えつつ、次第に童女となっていく妻
との葛藤の毎日を力強く歩んでいきます。
　「認知症は戦うものではなく、受け入れるもの。」家族の愛と、どんな時にも共に歩む夫婦の
姿が強く心に響く作品です。
 

　現代では「認知症」は他人事ではなく、誰がなっても不思議ではない身近なものとなってい
ます。そして、確実な治療法が明らかにはなっていないため、認知症を正しく理解し、向き合っ
ていくことが必要です。これらの点について、多くのことを考えさせられる内容でした。

　当日はSOSネットワークメールの周知も行い、行方不明になる可能性のある高齢者を捜索す
る仕組みであるこのネットワークに、多数の方に登録をしていただきました。今後も周知を図っ
ていくよう考えています。
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